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国際拠点空港の果たすべき機能等と今後の国際拠点空港政策の方向

国際拠点空港の事業特性

•安全や安心の確保、サービス水準の向上、事業の継続性や安定性が必要

•その整備に巨額の資金と長い回収期間を要し、現実的に他の施設による代替が
不可能であるため、独占的な状態になりやすい

•インフラ整備の進捗、航空需要見込み等から、民間に経営を委ねる基盤が形成
されつつある

•騒音等の外部不経済、地域経済の活性化等から、地域との共生が重要

国際拠点空港の果たすべき機能

•我が国の経済社会活動の活性化、国際競争力の強化に資する社会インフラ

•増大し続ける国際航空需要に対応して適切に空港容量の拡大が図られた国際航空
ネットワークの結節点

•コスト削減、非航空系収入の拡大等による空港使用料の低減等

•公平かつ公正で、安全かつ良質なサービスの提供を通じた利用者利便の向上

•騒音が地域に与える影響、地域経済に果たす役割を踏まえた地域との共生

•我が国の空の玄関口として、我が国の魅力や文化の世界への発信

国際拠点空港政策の現状と環境の変化を踏まえた今後の方向性

現 状 今後の方向性

【 国 】

•国際拠点空港政策を明確に提示

•国際拠点空港の完全民営化を推進

•国際拠点空港の運営に関する基本的ルールを作成

【 国際拠点空港 】

•民間の創意工夫を生かした効率的な空港経営

•利用者に便利で快適な空港サービスを提供

•社会経済情勢や利用者ニーズを機動的に空港運営
に反映

株主、空港利用者、地域

監視説明、情報開示

国の政策を明示

政策と経営の整合性確保

独占等の弊害防止、 公平
取扱い確保等の 観点から、
所要の措置

環境の変化

•関西国際空港の二本目滑走路の供用、成田
国際空港の平行滑走路の北伸整備

•アジア各国における複数滑走路を有する
大規模空港の整備の進展

•アジア各国と比べ割高な着陸料等の引下げ
要望に見られる国際競争力強化の必要性

•人やモノの国際的な交流拠点としての商業
や観光など、利用者ニーズの多様化、高度化

•行政改革の流れの中で、国際拠点空港の完
全民営化に係る閣議決定

•ヨーロッパを中心とした国際空港の株式上
場、民営化の進展

•フェロビアルによるＢＡＡの買収、インフ
ラ投資ファンドの動向、Ｍ＆Ａの進展等

【 国 】

•需要予測に基づき空港整備に係る長期計画を
作成し、それに基づき空港整備を推進

•各国際拠点空港の基本計画では、今後発揮す
べき機能等の政策的方向性は示されず

【 国際拠点空港 】

•国が設置管理を行うことの例外として、公的
な独立の主体を設けること、民間会社を指定す
ることにより、これらが設置管理

•航空機の安全円滑な離着陸の確保、利用者の
利便に資するターミナル運用に重点

•非航空系事業への取組み

指定国に準ずる法人

完全民営化
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適正な事業運営の確保に向けて

国際拠点空港政策を踏まえた
空港機能の拡充に向けて

環境対策・地域共生策等の
適切な実施を確保に向けて

適正な料金水準の確保に向けて 適正な資本構成の確保に向けて 完全民営化に向けた
一定の整理

国際拠点空港の完全民営化を円滑に進めるに当たっての課題とその解決の方向

政策と経営方針との
不整合からくる課題

空港会社に対し、国が株主として
影響力を行使することができなくな
るため、空港運営に関する制度が十
分でない場合には、国の国際拠点空
港政策と空港会社の経営方針とが整
合しない事態が生ずるおそれがある。
特に、滑走路の整備や発着回数の

増加等が国の政策として求められる
場合に、これを確実に実施すること
が困難になりかねない。

市場圧力による
株価維持・配当維持の
優先からくる課題

経営者に対して株価の維持、配当
の維持等の圧力が生じるため、環境
対策等の公共的な観点からの投資や
利用者利便の向上策が求められる場
合であっても、資本コストに見合わ
ないものは実施されない事態が生ず
るおそれがある。

高い参入障壁による
地域独占・代替不可能性

からくる課題

国際拠点空港は、巨額の投資及び
長い回収期間を要する等の高い参入
障壁を有するため独占的になりやす
く、また、現実的に他の施設による
代替が不可能であることから、料金
の高騰・高止まりし、サービス水準
が低下する事態が生ずるおそれがあ
る。

敵対的買収の
リスクからくる課題

どのような者であっても資金さえ
あれば株式を取得し、経営に参画す
ることできることから、空港の公共
性を理解しない者、長期的な企業価
値向上に関心がない者等による買収
が行われ、これらの者に空港経営が
支配される事態が生ずるおそれがあ
る。

完全民営化を円滑に進めるために提起されている課題

これらの課題を解決するために、適切な措置を講ずる必要。

その他の
課題

同一の地域にある複
数空港間の役割分担、
財務状況の改善、国際
拠点空港として必要な
施設整備のあり方等に
ついて、一定の整理を
しなければ、市場等か
ら適正な評価を得られ
ない事態が生ずるおそ
れがある。

・民間の知恵や創意工夫の発揮による空港経営の効率化及び利用者利便の向上 ・株主や航空会社等の予見可能性の確保
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完全民営化を円滑に進めるに当たっての課題の具体的な解決策の方向

国際拠点空港政策を踏まえた
空港機能の拡充に向けて

適正な料金水準の確保に向けて 適正な資本構成の確保に向けて 環境対策・地域共生策等の
適切な実施に向けて

適合性を確保する
仕組み

【国】

国際拠点空港に関する基本的
な指針を作成

【空港会社】

•国の示した基本的な指針を踏
まえた事業に関する基本的な
計画を作成
•利用者、地域等への明示

＜解決策の例＞

＜解決策の例＞

○航空系事業に関する料金
•適正な原価等を踏まえ料金水準につ
いて一定のルール
•競争環境にある料金等は空港会社の
自由な設定

○非航空系事業に関する料金
•空港会社の創意工夫に委ねる
•料金引下げ、旅客ターミナル 施設の
拡充等につながる仕組みの検討

○料金設定の基礎情報等を明示

•国際拠点空港政策として明確な将来像を
提示、空港会社の将来計画を明らかにし、
政策との整合性を図り、利用者、周辺地域
等にも明示

•空港会社の自主的な経営としての投資判断
を尊重しつつ、公共的な見地から必要な投
資を確保

•空港会社の創意工夫等により機動的な料金
設定を確保

•株主等からの利益向上圧力や独占による弊
害を防止するため、弊害が懸念される料金
について必要最小限のルール

•非航空系事業の料金は空港会社の創意工夫
に委ねるが、増収を利用者に還元する方策
は今後検討

•適切な投資については、その投資を回収で
きるだけの料金水準を確保

•料金に関する透明性を確保

•空港の公共性を理解しない者等による空港
経営の支配を防御

•国家的見地からの我が国の航空主権等を確
保

•空港経営の中立性を確保

•現在の証券市場における外国投資家の占め
る割合等に留意

•資本に関する制度は、政治的要因や経済情
勢の変化に対する安定性について疑問があ
る点に留意

＜解決策の例＞

一定のルールを定める
•外資による保有
•一株主による大量保有
•拒否権付株式の発行

•公共的な見地から必要となる環境対策、地
域共生策等の実施を確保

•成田空港における航空機騒音防止法等以上
の措置について整理し、適切な対策を実施

•環境対策、地域共生策等の内容について、
地元への情報提供や意見交換が重要

•海上に設置されている関西空港、中部空港
については、成田空港との違いに留意

＜解決策の例＞

環境対策、地域共生策等が適切
に実施される方策として

•環境対策、地域共生策等の実施
を義務付け
•環境対策、地域振興等の実施が
空港会社の事業経営の指針に
位置づけられることを確保

等を検討

その他、
適正な事業運営の
確保に向けて

•株主利益等のみが重視される弊害（安全、
安心の軽視、サービスの低下等）を防止

•経営の透明性、公開性を確保

•事業の継続性、安定性を確保

運輸事業やインフラ事業における措置を参考に、適正な事業運営確保のための措置

会社法等で求められる以上の経営情報の開示のあり方を検討

＜成田空港の課題について一定の整理＞

羽田空港との役割分担

内陸空港として、環境対策の適切な実施

公団から特殊会社になる際の地元との合意事項等の実施

平行滑走路2500ｍ化以後の空港整備方針

＜関西空港の課題について一定の整理＞

国際拠点空港として必要な施設のあり方（二期施設整備）

施設整備のタイミングと資金調達方法

多額の債務残高がある財務状況の改善

関西、伊丹、神戸の三空港の役割分担

＜中部空港の課題について一定の整理＞

国際拠点空港として必要な施設のあり方

県営名古屋空港との関係
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